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2.8　平面直角座標による基準面上の方向角及び基準面上の距離の計算
2.8.1　基準面上の方向角

　　　　　　T12 ＝ tan－ 1  
y2－ y1

x2－ x1   －（t－ T）12

　　　　　ただし、
　　　　　　xi, yi：測点 1および測点 2の座標
　　　　　　　象限 :第 1象限 :（y2 － y1）>0,（x2 － x1）>0
　　　　　　　　　　第 2象限 :（y2 － y1）>0,（x2 － x1）<0
　　　　　　　　　　第 3象限 :（y2 － y1）<0,（x2 － x1）<0
　　　　　　　　　　第 4象限 :（y2 － y1）<0,（x2 － x1）>0

　　　　　　　　　　　（t－ T）12 ＝－
ρ´́

4m0
2 R0

2（y2 ＋ y1）（x2 － x1）＋
ρ´́

12m0
2 R0

2（x2 － x1）（y2 － y1）

2.8.2　基準面上の距離

　　　　　　S12 ＝

　　　　　　　　 

（x2－x1）2＋（y2－ y1）2

s
S

　　　　　　
s
S ＝m0    1＋

1
6R0

2 m0
2（y12 ＋ y1 y2＋ y22）

　　　　　ただし、
　　　　　　R0 ＝平面直角座標系原点の平均曲率半径
　　　　　　m0：平面直角座標系のＸ軸上における縮尺係数　0.9999
2.8.3　成果表に記載する縮尺係数

　　　　　　m＝m0   1＋
y 2

2R0
2 m0

2

　　　　　ただし、
　　　　　　y：当該点の y座標

2.9　座標を換算して経緯度、子午線収差角及び縮尺係数を求める計算
2.9.1　緯度　及び経度λ

　=χ+ρ́´Σδ
j
sin2jx,  λ=λ

0
+tan

　=tan ,

6

j=1

（    　           ）τ́＋σ́tanξ́tanhή
σ́－τ́tanξ́tanhή σ́2＋τ́2

（        ）sinhή
cosξ́

m= 1＋ tan　（    　   ）｛    　         ｝1－n
1＋n

cos2ξ́＋sinh2ή 2A
a

－

－1

－1

2.9.2　子午線収差角　及び縮尺係数 m

　=χ+ρ́´Σδ
j
sin2jx,  λ=λ

0
+tan

　=tan ,

6

j=1

（    　           ）τ́＋σ́tanξ́tanhή
σ́－τ́tanξ́tanhή σ́2＋τ́2

（        ）sinhή
cosξ́

m= 1＋ tan　（    　   ）｛    　         ｝1－n
1＋n

cos2ξ́＋sinh2ή 2A
a

－

－1

－1

　　　　　ただし、
　　　　　　x，y：新点のX 座標及びＹ座標
　　　　　　　0，λ0：平面直角座標系原点の緯度及び経度
　　　　　　m0：平面直角座標系のX 軸上における縮尺係数（0.9999）
　　　　　　a，F：楕円体の長半径及び逆扁平率
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2.10　経緯度を換算して座標及び子午線収差角を求める計算
2.10.1　x座標及び y座標

2.10.2　子午線収差角γ及び縮尺係数 m
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　　　　　　　象限 :第 1象限 :（y2 － y1）>0,（x2 － x1）>0
　　　　　　　　　　第 2象限 :（y2 － y1）>0,（x2 － x1）<0
　　　　　　　　　　第 3象限 :（y2 － y1）<0,（x2 － x1）<0
　　　　　　　　　　第 4象限 :（y2 － y1）<0,（x2 － x1）>0

　　　　　　　　　　　（t－ T）12 ＝－
ρ´́

4m0
2 R0

2（y2 ＋ y1）（x2 － x1）＋
ρ´́

12m0
2 R0

2（x2 － x1）（y2 － y1）

2.8.2　基準面上の距離

　　　　　　S12 ＝

　　　　　　　　 

（x2－x1）2＋（y2－ y1）2

s
S

　　　　　　
s
S ＝m0    1＋

1
6R0

2 m0
2（y12 ＋ y1 y2＋ y22）

　　　　　ただし、
　　　　　　R0 ＝平面直角座標系原点の平均曲率半径
　　　　　　m0：平面直角座標系のＸ軸上における縮尺係数　0.9999
2.8.3　成果表に記載する縮尺係数

　　　　　　m＝m0   1＋
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2R0
2 m0

2

　　　　　ただし、
　　　　　　y：当該点の y座標

2.9　座標を換算して経緯度、子午線収差角及び縮尺係数を求める計算
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（        ）sinhή
cosξ́
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1＋n
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－

－1
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2.9.2　子午線収差角　及び縮尺係数 m
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σ́－τ́tanξ́tanhή σ́2＋τ́2
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　　　　　ただし、
　　　　　　x，y：新点のX 座標及びＹ座標
　　　　　　　0，λ0：平面直角座標系原点の緯度及び経度
　　　　　　m0：平面直角座標系のX 軸上における縮尺係数（0.9999）
　　　　　　a，F：楕円体の長半径及び逆扁平率
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2.10　経緯度を換算して座標及び子午線収差角を求める計算
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2.8　平面直角座標による基準面上の方向角及び基準面上の距離の計算
2.8.1　基準面上の方向角
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　　　　　ただし、
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a

－

－1

－1

　　　　　ただし、
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正 誤 表 

平成 25年 12月 10日 

ページ・条 行 正 誤 
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付録６ 計算式集 

 

下から９行目 χ０，ｙ０：出発点の座標 χ０＝ｙ０：出発点の座標 
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付録６ 計算式集 

 

上から 1行目 Ｃｈ：傾斜補正 −
ｈ

２

２Ｄｓ
 Ｃｈ：傾斜補正 

ｈ
２
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付録６ 計算式集 

 

上から２行目 ＣH：投影補正（標高Ｈによる補正） −
Ｄｓ（Ｈ＋Ｎ）

Ｒ
 ＣH：投影補正（標高Ｈによる補正） −

Ｄ（Ｈ＋Ｎ）

Ｒ
 

 



平成25年6月13日

　ページ　・　条 行 正 誤
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様式第１－８　注４

259 上から1行目
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 交通施設

正　誤　表

　　　　　　－公共測量－　作業規程の準則　（平成２５年３月２９日改正）

残差は、S.D = 0.020㎜以内。MAX = 0.030㎜以内。 写真座標の変換は、ヘルマート変換を用いること。残差は、S.D = 0.020㎜以内。MAX = 0.030㎜以内。

一般

一般

道路

河川

分 離 帯２６

一般

一般

道路

河川
一般

分 離 帯２６

𝑙𝑙 ：𝑘番目に関する （𝐻𝑙− 𝐻𝑙+ ∆𝐻𝑙𝑙) 𝑙𝑙 ：𝑘番目に関する （𝐻𝑙− 𝐻𝑙+ 𝐻𝑙𝑙)
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